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私のＥＳＤ活動 
国際理解教育/開発教育等をテーマにした教員向け研修

の企画運営や出前授業等をおこなっています 

活動の概要 

所属の株式会社メディア総合研究所では、国際理解教育/開発教育、ESD、SDGｓ、異文化理解等をテーマに、教員向けの

研修の企画・運営、全国小・中・高校を対象とした出前授業、講演、シンポジウムの企画・運営等をしています。 

 

特に、JICA地球ひろばおよびJICA横浜での国際理解教育/開発教育の教員向け研修では、実際に教員の方々が開発途

上国へ訪問し、その経験を学校現場で活かすことを目的とした教師海外研修を運営しています。具体的には、国内事前研

修、事後研修に加え、過年度参加者を対象とするフォローアップ研修を実施しています。一つ一つの研修を単発で終える

のではなく、【国際理解教育・ESD・SDGｓといったテーマを授業で扱う意義】、【どのように学校教育の中で持続可能な取組

みにするのか】、【どのように他の教員を巻き込み、より多くの生徒が社会課題を自分事として捉えられるように仕掛けるの

か】を大事にしながら研修運営を行っています。 

 

また、所属する NPO 法人コモンビートでは、『世界のダンス教室』というテーマで、講師として出前授業を実施しています。

小学生を対象に、ダンスや表現活動を切り口として、世界の文化・環境問題・道徳等について体験型で学ぶことで、世界を

身近に感じてもらうことを目的としています。2016 年秋～2017 年夏の期間で約 450 人の生徒・保護者向けに授業を実施し

ました。 

 

○「株式会社メディア総合研究所 グローバル教育事業について」 http://www.mediasoken.jp/mri-education/ 

○「NPO 法人コモンビート スクールプロジェクト」 https://commonbeat.org/project/school/ 

今後の活動や協働への展望  

私はこれまで国際理解教育/開発教育を柱に ESD に携わってきました。今回このカンファレンスに参加し、新たな視点を得

たり、活動分野の異なる仲間と繋がることで、先ずは私が分野にとらわれない活動・取組みをしていきたいと考えていま

す。 

国際理解教育/開発教育が扱う題材・分野は幅広いです。例えば、途上国への支援、貧困、学校に行けない子ども、他者

理解と自己理解、世界や日本の社会課題を自分事にする想像力、環境問題への当事者意識など、いかようにも捉えられ

るため、異なる分野の方々と協働できるテーマが多くあります。また、ESD や SDGｓをキーワードにすることで、さらに隣接

分野の方々と協働できる、お互い巻き込め合えると思っています。 

具体的には、ESD日本ユースのネットワークを活かし、これから携わる教員向けの研修や出前授業に、『別の分野から同じ

課題を考えると』というテーマでの講師参加やワークの実施ができたらと考えています。 

いずれにしても、研修の企画・運営や出前授業などの取り組みをとおして、社会課題も身の回りの課題も自分事として捉え

られるような子どもや、他者や異文化を理解することで、自己や自文化理解に気づく子どもの育成に貢献できればと考えて

います。 
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